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平
成
15
年
度
一
般
会
計
決
算
及
び
5
つ
の
特
別

会
計
決
算
が
、
12
月
定
例
会
初
日
の
本
会
議
で
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
15
年
度
各
会
計
決
算
の
認
定
議
案
は
、
9

月
定
例
会
最
終
日
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
こ
れ
ら
の
議
案
を
審
査
す
る
た
め
、
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
の
各
決
算
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
一
般
会
計
が
11
月
1
日
か
ら
4
日
ま
で

延
べ
約
32
時
間
、
特
別
会
計
は
11
月
5
日
に
約
8

時
間
か
け
て
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
定
例
会
初
日
の
本
会
議
で
は
、
永
田
政
弘

一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会
委
員
長
と
浅
倉
成
樹

特
別
会
計
決
算
特
別
委
員
会
委
員
長
が
審
査
報
告

を
行
い
、
そ
れ
に
対
す
る
質
疑
の
後
、
各
会
派
の

代
表
が
賛
成
及
び
反
対
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
後
採
決
し
、
い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
3
面
に
「
議
案
に
対
す
る
各
会
派
の
賛
否
」
を
掲

載
）な

お
、
本
会
議
で
の
一
般
会
計
決
算
に
対
す
る

各
会
派
の
討
論
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
15
年
度
は
景
気
の
持

ち
直
し
が
期
待
さ
れ
た
が
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
の

中
で
財
政
の
健
全
化
と
よ
り

よ
い
政
策
の
推
進
を
図
る
た

め
、
第
3
次
行
財
政
改
革
推

進
プ
ラ
ン
を
実
施
し
て
、
種

々
の
課
題
解
決
に
努
め
た
。

花
小
金
井
駅
北
口
都
市
基

盤
整
備
事
業
を
進
め
、
新
規

事
業
と
し
て
旧
小
川
東
小
学

校
を
改
築
し
、
市
民
活
動
の

拠
点
と
し
て
「
小
平
元
気
村

お
が
わ
東
」
を
開
設
、
交
通

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
試
行

運
行
を
開
始
す
る
な
ど
、
市

民
の
多
様
な
行
政
需
要
に
こ

た
え
た
こ
と
を
高
く
評
価
す

る
。ま

た
、
土
地
開
発
公
社
の

経
営
健
全
化
に
留
意
し
、
今

後
の
安
定
、
継
続
し
た
行
財

政
運
営
の
た
め
、
小
川
町
二

丁
目
地
域
セ
ン
タ
ー
用
地
、

公
園
用
地
等
の
購
入
・
整
備

を
行
い
実
質
的
な
債
務
の
減

少
に
努
め
、
臨
時
財
政
対
策

債
が
増
と
な
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
市
全
体
の
債
務
を
減

少
さ
せ
た
こ
と
は
評
価
で
き

る
。
さ
ら
に
特
定
財
源
を
活

用
し
な
が
ら
、
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
策
定
事
業
や

東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
移
転
事

業
な
ど
の
新
規
事
業
を
推
進

し
た
こ
と
も
評
価
す
る
。

今
後
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
も
行
政
水
準
を
下
げ

る
こ
と
な
く
健
全
な
財
政
運

営
を
行
い
、
新
た
な
行
政
需

要
に
対
す
る
新
規
施
策
の
展

開
が
で
き
る
よ
う
、
第
3
次

行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
を

着
実
に
実
行
す
る
こ
と
を
要

望
し
て
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

  歳入決算額 歳出決算額 差  引  額 

   一 般 会 計 51,424,199 49,749,640 1,674,559 

 国民健康保険事業 12,880,191 12,774,313 105,878 

 老 人 保 健 11,209,680 11,227,639 △ 17,959 

 介護保険事業 6,153,408 6,105,336 48,072 

 下水道事業 5,794,017 5,736,749 57,268 

 受託水道事業 1,613,813 1,613,813 0 

　合　　　　　　計 89,075,308 87,207,490 1,867,818

平成15年度決算総括表 
（単位：千円）

特

別

会

計 

（本会議、委員会、諸会議など） 

 
 
 
 
 
 
７月10月

 
 5 日 多摩市議会議員視察来庁（ふれあい

下水道館） 
 7 日 多摩北部都市広域行政圏協議会審議

会行政視察（群馬県高崎市） 
 愛知県海部郡大治町議会議員視察来

庁（行財政改革推進プラン） 
 8 日 生活文教委員会市内視察 
13日 議会運営委員会行政視察（徳島県徳

島市、愛媛県今治市、愛媛県松山市、
15日まで）  

 都市基盤整備調査特別委員会行政視

察（香川県高松市、香川県坂出市、
兵庫県明石市、15日まで） 

 産業活性化調査特別委員会行政視察
（大阪府東大阪市、大阪府寝屋川市、
愛知県豊橋市、15日まで） 

18日 全員協議会 
19日 議会報編集委員会 
21日 三多摩上下水及び道路建設促進協議

会第 2 委員会 
22日 三多摩上下水及び道路建設促進協議

会第 3 委員会 
26日 多摩六都科学館組合議会 
29日 東京都三多摩地域廃棄物広域処分組

合議会 
 
 
11月 

 1 日 一般会計決算特別委員会（ 4 日まで） 

 5 日 特別会計決算特別委員会 
 幹事長会議（臨時） 
 東京都道路整備事業推進大会 
 8 日 東京都十一市競輪事業組合議会行政

視察（千葉県市原市、千葉県松戸市、  
 9 日まで） 

 9 日 総務委員会管外視察（西東京市） 
10日 生活文教委員会・管外視察（西多摩

郡日の出町） 
11日 厚生委員会 
12日 建設委員会管外視察（埼玉県川越市） 
16日 東京都十一市競輪事業組合議会 
 東京都四市競艇事業組合議会 
19日 湖南衛生組合議会 
22日 幹事長会議 
24日 小平・村山・大和衛生組合議会 
 東京都三多摩地域廃棄物広域処分組

合議会行政視察（福岡県北九州市、

福岡県福岡市、25日まで） 
25日 議会運営委員会 
29日 昭和病院組合議会 
30日 12月定例会本会議初日 
 
 
12月 

 1 日 12月定例会本会議 2 日目（一般質問） 
 2 日 12月定例会本会議 3 日目（一般質問） 
 3 日 12月定例会本会議 4 日目（一般質問） 
 7 日 総務委員会 
 8 日 生活文教委員会 
 9 日 厚生委員会 
10日 建設委員会 
15日 幹事長会議 
16日 議会運営委員会 
21日 12月定例会本会議最終日 
 議会報編集委員会 

10月 

11月 

12月 

本
決
算
は
、
平
成
14
年
度
よ
り
も
収
入
済

み
額
で
約
8
億
5
千
万
円
減
額
と
予
算
規
模

が
縮
小
さ
れ
る
中
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
や
花
小
金
井
駅
北
口
な
ど
の
用
地
購

入
、
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
補
助
金
の
見
直
し

等
も
行
っ
て
お
り
評
価
す
る
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
土
地
開
発
公
社
か

ら
の
用
地
購
入
で
は
、
公
社
の
購
入
時
価
格

で
買
い
取
り
を
行
な
っ
た
た
め
か
な
り
の
高

値
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
過
去
の
清
算
も
直

視
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
面
が
あ
っ
た
が
、

今
後
は
行
政
と
議
会
が
と
も
に
新
た
な
気
持

ち
で
責
任
あ
る
政
策
論
議
を
し
て
い
く
ス
タ

ー
ト
ラ
イ
ン
に
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
八
ヶ
岳
山
荘
の
存
続
や
都
営
バ
ス

梅
70
の
あ
り
方
、
家
庭
ご
み
有
料
化
な
ど
答

え
を
出
す
べ
き
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
課
題
は
、
こ
れ
ま
で
事
業
の
縮
小
や

市
民
へ
の
負
担
が
伴
っ
て
い
た
た
め
に
、
行

政
側
か
ら
見
た
と
き
に
マ
イ
ナ
ス
面
ば
か
り

が
目
に
つ
い
て
声
高
に
議
論
し
て
こ
な
か
っ

た
面
が
あ
る
。
し
か
し
筋
を
通
せ
ば
、
市
民

の
良
識
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
も
存

在
し
て
い
る
。
現
市
政
の
中
で
不
足
感
が
ぬ

ぐ
え
な
い
も
の
は
、「
真
意
を
訴
え
る
」、

「
情
報
を
平
た
く
提
供
し
て
い
く
」
な
ど
の

広
報
の
弱
さ
で
あ
る
。
そ
の
点
を
し
っ
か
り

踏
ま
え
こ
の
決
算
を
長
年
の
課
題
に
対
す
る

決
断
の
一
里
塚
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
賛
成

討
論
と
す
る
。

平
成
15
年
度
は
景
気
が
回
復
せ
ず
、
市
民

生
活
も
深
刻
な
現
状
で
あ
っ
た
。
こ
の
状
況

下
で
は
「
ど
ん
な
に
苦
し
く
て
も
住
民
の
暮

ら
し
や
福
祉
を
守
る
の
が
自
治
体
の
役
目
」

で
あ
り
、
こ
の
地
方
自
治
体
と
し
て
の
本
旨

の
再
確
認
と
そ
の
立
場
に
立
ち
き
る
こ
と
が

今
ほ
ど
求
め
ら
れ
て
い
る
時
は
な
い
。

反
対
理
由
の
第
1
は
、
市
民
の
暮
ら
し
を

第
一
に
考
え
た
市
政
運
営
に
な
っ
て
い
な
い
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
並
び
に
高
齢
者
介
護

の
充
実
を
要
望
す
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
試
行
運
行
は
不
便
地
域
へ
の
配
慮
が
な
く
、

5
年
間
と
い
う
期
間
は
長
い
。
第
2
は
、
市

民
参
加
等
に
つ
い
て
の
消
極
的
な
姿
勢
で
あ

る
。
行
政
と
市
民
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

原
則
を
定
め
る
な
ど
、
市
民
参
加
条
例
の
制

定
を
要
望
す
る
。
第
3
は
、
行
き
過
ぎ
た
人

件
費
削
減
な
ど
の
行
財
政
改
革
は
ゆ
と
り
の

な
い
職
場
環
境
を
生
み
、
人
間
関
係
を
悪
化

さ
せ
仕
事
の
効
率
を
悪
く
す
る
。
第
4
は
、

国
や
都
に
対
し
て
弱
腰
の
姿
勢
で
は
な
く
、

役
割
と
責
任
の
分
担
、
真
の
地
方
分
権
に
つ

な
が
る
よ
う
な
税
源
移
譲
を
強
く
求
め
る
よ

う
要
望
す
る
。
最
後
に
、
教
育
委
員
会
に
対

し
て
、
少
人
数
学
級
実
現
に
向
け
て
一
層
の

努
力
を
望
む
ほ
か
、
日
の
丸
、
君
が
代
の
強

制
等
の
現
状
に
対
し
て
根
本
的
な
改
善
を
強

く
求
め
る
。

以
上
、
反
対
理
由
と
教
育
委
員
会
へ
の
意

見
を
付
言
し
、
反
対
討
論
と
す
る
。

地
方
分
権
が
進
み
、
自
治
体
運
営
に
必
要

な
理
念
等
を
総
合
的
に
整
備
し
た
自
治
基
本

条
例
も
各
地
の
市
町
村
で
制
定
さ
れ
、
市
民
、

行
政
、
議
員
と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人

が
議
論
し
、
創
意
工
夫
を
し
て
自
分
た
ち
の

町
を
つ
く
り
上
げ
る
時
代
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
以
上
を
基
本
的
視
点
と
し
て
、
平
等
な

社
会
の
実
現
、
子
ど
も
の
環
境
の
改
善
、
安

全
な
環
境
の
実
現
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
チ

ェ
ッ
ク
し
、
予
算
へ
の
見
通
し
を
勘
案
し
審

査
に
臨
ん
だ
。
企
画
財
政
部
は
審
議
会
等
の

市
民
公
募
枠
を
広
げ
、
市
民
も
市
政
を
考
え

る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
真
の
協
働
へ
の
道
を

進
ん
で
い
く
べ
き
で
あ
る
。
生
活
文
化
部
は

商
店
街
へ
の
各
種
補
助
金
事
業
に
環
境
政
策

等
も
取
り
入
れ
商
店
街
活
性
化
に
つ
な
げ
る

施
策
を
行
う
べ
き
で
、
環
境
部
は
新
聞
抜
き

取
り
防
止
の
た
め
早
急
に
条
例
制
定
な
ど
の

対
策
を
た
て
る
べ
き
で
あ
る
。
児
童
女
性
部

は
Ｐ
Ｒ
方
法
も
含
め
た
子
育
て
の
知
恵
袋
事

業
の
見
直
し
を
行
い
、
健
康
福
祉
部
は
、
ほ

の
ぼ
の
館
等
の
利
用
率
を
上
げ
る
努
力
が
必

要
で
あ
る
。
都
市
整
備
部
は
、
総
合
的
な
交

通
政
策
の
中
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
学
校
教
育
部
は
、
障
害
児

童
へ
の
介
助
員
を
全
登
校
日
に
つ
け
る
べ
き

で
、
社
会
教
育
部
は
、
平
櫛
田
中
館
等
の
入

館
者
を
ふ
や
す
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。

以
上
問
題
点
を
指
摘
し
、
反
対
討
論
と
す

る
。

平
成
15
年
度
は
、
市
税
が

前
年
に
比
べ
減
に
な
る
な
ど
、

財
政
面
で
大
変
厳
し
い
状
況

で
あ
っ
た
が
、
①
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
大
胆
に
事
業
を

見
直
し
た
こ
と
。
②
土
地
開

発
公
社
健
全
化
の
た
め
、
先

行
取
得
し
た
土
地
を
積
極
的

に
購
入
し
債
務
の
実
質
的
な

減
少
を
進
め
た
こ
と
。
③
経

費
節
減
に
努
力
し
、
多
様
な

行
政
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、

新
た
な
発
想
で
財
源
を
重
点

的
に
配
分
し
た
点
を
評
価
す

る
。次

に
事
業
等
で
は
、
①
国

民
健
康
保
険
で
、
市
民
ニ
ー

ズ
の
高
い
人
間
ド
ッ
ク
補
助

事
業
を
実
施
し
た
こ
と
。
②

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
試
行

運
行
を
行
っ
た
こ
と
。
③
施

設
の
有
効
利
用
等
と
し
て
開

設
し
た
「
小
平
元
気
村
お
が

わ
東
」
で
は
、
市
民
参
加
の

方
法
を
用
い
て
ス
タ
ー
ト
し
、

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、

青
少
年
セ
ン
タ
ー
、
市
民
活

動
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点

の
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
け
る

な
ど
、
市
民
協
働
の
視
点
で

一
歩
前
進
し
た
こ
と
。
④
教

育
面
で
は
、
小
・
中
学
校
の

耐
震
補
強
・
大
規
模
改
造
工

事
な
ど
学
校
施
設
の
環
境
整

備
に
努
力
し
た
点
を
評
価
す

る
。
⑤
安
全
・
安
心
対
策
で

は
、
今
後
も
、
安
全
・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
に
一
層
の
取

り
組
み
を
強
化
す
る
よ
う
要

望
す
る
。

最
後
に
、
小
平
市
と
し
て
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
徹
し
、
真

摯
に
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け

こ
た
え
て
い
く
と
い
う
視
点

に
立
ち
、
努
力
す
る
こ
と
を

要
望
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。


